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山岸　秀雄　氏からひとこと
新しい教育力形成への期待─「あらゆるＮＰＯは教育力をもつ」
「あらゆるNPOは教育力をもつ」という言葉は、NPO（民間非営利組織）の社会的役割を表現する重
要なキー・ワードであり、NPOに対する社会的期待や理解が寄せられるようになった。NPOは、ミッ
ション（「社会的使命」）を明確に伝えて共感を得ることで、ボランティアや寄付を集め、公共的サービ
スを提供する事業体である。NPOは、福祉、人権、男女均等、環境等地域における様々な社会問題につ
いて市民の理解を求め、「教育力」を発揮することによって活動する組織である。つまり、地域において
は行政や企業・商店街、大学等、地域の人材や資源の交流を進めるとともに、これらの資源を活用して
地域の課題を解決し、地域活性化につなげる地域循環型組織と言ってよいだろう。
既存の教育力とNPOの教育力の連携によって生まれる地域の新しい教育力、地域力の形成に期待が集
まっている。文部科学省等行政の理解が深まり「協働」も着々と実績をあげている。
NPO法（特定非営利活動促進法、1998年制定）施行以来4年半で、NPO法人の取得団体数は13,000
団体を超し、毎月500団体前後が新たに誕生している。NPOは市民のあらゆる自主的な活動である市民
運動、市民活動、市民事業のことであるが、NPOは社会問題を解決し、社会システム変革の担い手とし
て、市民を登場させることになった。
NPOの実質的な担い手の約8割は女性である。NPOは市民の社会参加の道具であるから、社会参加
を阻害された人々と分野の中から最初の担い手は現れる。NPO発展のためには、様々な社会的投資を行
う必要がある。まず市民自身が、そして行政、企業の各セクターが、今までの意識を変え役割分担を行
うことによって、学習・教育分野の新しい世界をデザインする試みが始まっている。そのために、これ
までの行政中心のサービス内容や施設の運営をNPOに任せる動きが大きな流れになってきた。NPOは
市民の（特に当面は女性の）社会参加を組織化するものであり、アメリカではボランティアの9割近く
がNPOのもとで活働している。NPOの活動を通じてアメリカの労働者の7.8%、1,040万人がNPOで雇
用されるまでになった。ここまでくると、NPOの社会参加は社会的課題と経済的課題を同時に解決する
ことになる。文部科学省も制度改正によって「公設民営」に大きく道を開き、生涯学習政策局にNPO連
携の窓口が他省に先駆けて設置されることを聞いて、心強く思っている。
NPOサポートセンターが提唱、参画している中心プロジェクトは、「常磐線NPOプラットフォーム」
などNPOと大学を軸にした生涯学習の地域プラットフォームづくりである。NPOによる新しいコミュニ
ティ作りが始まっている。
プロフィール
現 職 NPOサポートセンター理事長
第一総合研究所所長、
明治大学客員教授、白鴎大学客員教授
中央教育審議会臨時委員、国土審議会専門委員
専門分野 NPO論、地域社会論
所属学会等 日本NPO学会、国際公共経済学会、日本社会情報学会
主な著書 「市民がつくる地域福祉」（編著書、第一書林：1993年）
「アメリカのNPO－日本社会へのメッセージ」（編著書、第一書林：2001年）
「NPO・公益法人改革の罠」（編著書、第一書林：2003年）
外　多数
平成15年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
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事業予告・募集
国際女性情報処理研修
女性情報国際フォーラム
12月5日ª～14日∂までの10日間、「国際女性情
報処理研修」を開催します。日本を含むアジア・太
平洋地域22カ国の行政担当者及びNGOから30名の
研修生を迎えて、女性情報に関する情報処理研修を
行うと共に、国際的なネットワークを形成し、途上
国の女性のエンパワーメントを支援しようとするも
のです。
平成13年以来3回目となる今回の研修では、ニューズレターの作成、プレゼンテー
ション制作など、情報発信能力を高めるプログラムを盛りこみ、また、日本の女性関連
施設の視察を通じて、日本の女性の現状への認識を深める研修内容となっています。
なお、研修の最後には12月13日～14日に開催される「女性情報国際フォーラム」に
参加し、研修の成果をポスターセッションで発表し、より広いネットワーク作りを目指
します。
平成15年12月13日º～14日∂、「女性情報国際フォー
ラム」を開催します。
このフォーラムは、平成13年度から「女性情報のグロー
バルなネットワークをめざして」という共通のテーマで毎
年行ってきており、今年が3回目で、まとめの年になります。
今回は、～女性情報によるエンパワーメント戦略の展望
と提言～というサブテーマで、2日間に渡り、基調講演・
分科会・シンポジウムを行います。また、アジア・太平洋22カ国から来日している国際
女性情報処理研修生によるポスターセッションも予定しています。
このフォーラムでは、今後、女性情報の持つ力がさまざまな
分野の活動にインパクトを与え、それぞれの活動の推進に効果
的に機能するようになるための方向性と展望を皆で考えます。
現在、参加者を募集しています。資料請求・お申し込み等は、
研究国際室国際企画係（rese@nwec.jp または、0493－62－
6711内線2310～１）まで。
ë
研
修
の
様
子
▲パネルディスカッション
▲昨年度の基調講演
女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会
12月15日∑～16日∏の1泊2日で、「女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会」
を開催します。全国の女性関連施設の情報担当者を対象に、60名の参加者を募集してお
ります。
今年度は、「情報からの事業支援」をメインテーマに、情報担当者が女性関連施設の
中でどのような役割を果たしてゆくべきかをさまざま
な切り口から捉えるため、講義、ワークショップ、
WinetCASS実習・レファレンス実習、分科会等のプ
ログラムを予定しています。
参加者それぞれの課題解決に向けた研究討議を行う
とともに、情報担当者間のネットワーク形成、情報検
索・提供のスキルアップを目指します。
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事業予告・募集
事業の実施報告
平成15年度女性のエンパワーメント支援セミナー
平成15年度「女性のエンパワーメント支援セミナー」を平成16年
１月27日∏～30日ªの3泊4日で開催します。
女性のエンパワーメント（力をつけること）を支援する女性教育・
家庭教育に関する事業の企画・立案及び団体・グループ・NPO活動
の推進に必要な専門的知識・技術の習得等の実践的な研修を行うこ
とを目的としています。対象は、A行政担当者、B女性教育・家庭
教育に関する行政関係事業の企画・運営に携わっている者、C女性
教育・家庭教育に関する団体・グループやNPO等のリーダーです。
プログラムの詳しい内容、参加についてのお問い合わせは事業課まで。
7月29日∏～31日∫の3日間「男女共同参画を進めるための学校教
育セミナー」を開催しました。参加者数は、教育委員会の指導主事、
小・中・高等学校の管理職・教員等124名（男性24名）でした。
今年で7回目を迎えたこのセミナーは「学校教育で男女共同参画を
どう進めるか」を主題とし、最初に文部科学省生涯学習政策局男女共
同参画学習課長大木宰子氏の「男女
共同参画社会の実現に向けて」と文
部科学省初等中等教育局主任視学官河野公子氏の「学校教育に
おける男女共同参画」の講義がありました。その後、エンカウ
ンターの演習、講義と研究授業、分科会（生徒指導・進路指導、
男女共同参画の基礎知識、学校経営、海外の男女平等教育、教
材開発）を行い、討議や自由交流等2泊3日を通して活発な意
見交換を行いました。
平成15年度「男女共同参画を進めるための学校教育セミナー」
▲昨年度のセミナーの様子
▲講義をする大木課長
▲エンカウンターの演習
平成15年8月22日ª～24日∂の3日間、女性学・ジェンダー
研究フォーラムを開催しました。このフォーラムは、今年で8
回目を迎え、全国から約1,773名の参加がありました。
テーマは「21世紀の男女平等・開発・平和」、サブテーマを
「わたしの権利」としました。初日には「わたしから始まる女
性の権利」と題して、井上輝子氏（和光大学教授）による基調
講演「日本の女性学・女性運動」と、井上輝子氏、宮地光子氏
（弁護士）、山下泰子氏（日本女性差別撤廃条約NGOネットワー
ク代表世話人／文京学院大学教授）をパネリストにパネルディ
スカッションを行い、女性差別撤廃条約をめぐる最近の国連の
動きや国内法との関係、司法の現場の実態について意見交換を
行いました。2日目、3日目には、全国から公募した100件の自
主企画ワークショップと企画委員・国立女性教育会館によるワ
ークショップ9件が実施されました。会場に入りきれない程参
加者が集ったワークショップも多く、3日間を通し、参加者の
熱気に包まれたフォーラムとなりました。
女性学・ジェンダー研究フォーラム
▲情報のひろば
▲ワークショップの様子
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『男女共同参画統計データブック2003
─日本の女性と男性─』ができました
国立女性教育会館研究紀要第7号発行
女性学・ジェンダー研究、生涯学習に関する調査研究を
行い、その成果の公開を目的に年一冊『国立女性教育会館
研究紀要』を発行しています。
長引く世界的な経済不況の中で、雇用の実情と生活への
影響は女性と男性にとっていかなる様相を示しているのか、
ジェンダーの視点から切り込みたいと考え、第７号は特集
テーマを「雇用・福祉・ジェンダー」として編集・刊行し
ました。
テーマ論文として「非正社員と正社員の賃金格差の納得
性に関する分析」（永瀬伸子）、「高齢期における多様な働
き方とアンペイド・ワークへの評価―男性定年退職者の
分析―」（前田信彦）、「高齢者介護とジェンダー：家族支援
によるジェンダー変革の可能性」（下夷美幸）の3篇を掲載、投稿論文は16本の中か
ら審査の結果、4篇を掲載しました。その他、ヌエックの調査研究事業に関連した論
文・調査研究報告2篇、平成14年度ヌエック公開シンポジウムの収録、書評・本の紹
介5篇を掲載しています。本号から、ヌエックのホームページ上で読めるようになり
ましたので、御覧ください。
お問い合わせは研究国際室紀要担当係まで。
ホームページURL：http://www.nwec.jp/
男女共同参画社会の実現のためには、女性と男性の状況を示す統計データが必要で
す。社会生活の様々な分野で女性と男性の状況にどのような差が生じているか、客観
的な統計データを性別に確認することなしには、格差や差別の是正の方向を見据えて
いくことが難しいからです。
国立女性教育会館では平成13年から研究プロジェクトを立ち上げ、統計指標やデ
ータ提供の方法について検討を進めてきました。このほど研究成果を『男女共同参画
統計データブック』（発行ぎょうせい本体2,190円）として刊行しました。内容を「人
口」「家族と世帯」「労働力と就業」「労働条件」「生活時間、
無償労働と余暇活動」「家計と資産」「教育と学習」「社会保
障と社会福祉」「健康と保健」「安全、犯罪と暴力」「意思決
定」「意識調査」の12分野に分け、図表をもとに解説した
データブックです。また用語解説や文献ウェブサイト案内、
年表など付属資料も掲載しています。信頼できるデータを
豊富に提供すること、ジェンダー統計の国際的動向、使い
勝手の良さなど考えて編集しました。学習のテキストとし
て、各種事業の企画や実施、政策立案の参考資料として幅
広いニーズにお応えできます。是非、御一読ください。な
お、ヌエックホームページの「女性と男性に関する統計デ
ータベース」も御活用ください。（http://www.nwec.jp）
調査研究事業報告・資料の作成
総務庁統計局で「敬老の日」に当たり高齢者のデータがまとめられました。65歳以
上人口は過去最高で2431万人（女性1405万人、男性1026万人）、総人口に占める割
合は19.0％、5人に１人が高齢者ということになります。平均寿命を国際比較で見る
と（1995～2000年データ）女性83.3歳、男性77.0歳で男女とも世界一です。高齢者
の割合が14％をこえた社会を「高齢社会」と呼びますから、現在の日本はこの「高齢
社会」にどのように対応していくかが大きな課題に
なっているわけです。では高齢者を男女別に見てみ
ましょう。平均寿命の男女差を反映して高齢者に占
める女性の割合が高くなっています。特に高齢にな
るほど女性の占める割合が大きく、80歳以上では3
人に2人が女性です。
さらに高齢者の家族構成を見てみると65歳以上
の単身者が増加しています。高齢者人口に占める単
身者の割合は、女性では1980年11.2%（68.8万人）
から2000年には17.9%（229 万人）、男性では4.3%
（19.3万人）から8.0%（74.2万人）へと増えていま
す。65歳以上の単身者数を年齢別に見ると、総数は
80歳以上になると減少していますが、その約8割は
女性で占められていることがわかります。（図参照）
男女共同参画統計データ その１　高齢化
ことばの基礎知識
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情報ネットワーク
ヌエックでは、昭和52年（1977年）の開
館以来、全国紙・地方紙の女性・家族に関す
る新聞記事の切り抜きを行い、記事の見出し、
人名、キーワードをデータベース化し、Web
上で提供しています。今では毎年約１万件ず
つ増加しており、累積件数は15万件にもなり
ました。
従来は記事の切り抜きを外注し、入力、提
供まで約二ヵ月のタイムラグがありましたが、館内で行っていた、選書のための全国
紙の切り抜きをデータベースに活用することにより、この8月から、全国紙に関して
はほぼ即日に提供することにいたしました。
新聞記事は切り抜いてもなかなか活用が難しく、「この間、△△新聞に○○に関す
る記事が載っていた筈だが…」、といったことになりがちです。そんなとき、ヌエック
ホームページ（http://www.nwec.jp）の「文献情報データベース」で、キーワード
や新聞名から探してみてください。詳細検索画面では出版年を指定しての検索もでき
ます（現在、日付を指定しての検索はできません）。
検索して現物が必要な記事は、コピーサービス（１枚35円と送料がかかります。）
により郵送でお手元にお届けいたしますので、女性教育情報センターにお申し込みく
ださい。
新聞記事インデックス、毎日更新になりました！
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お知らせ
平成15年10月～平成16年3月中頃にかけて、宿泊Ａ棟の改修工事を行います。
ヌエックではこれから3年計画で宿泊Ａ棟の全部屋について、個別のバス・トイレを
設置することとしており、今回の工事がその第一弾となります。
利用者の皆様に少しでも使いやすく、快適な空間が提供できますよう、これからも計
画的に施設・設備の充実に努めていきたいと思っておりますので是非、御期待ください。
また、工事期間中は宿泊制限など、皆様に御迷惑をお掛けすることもあるかとは思い
ますが、御理解くださいますようよろしくお願いします。
8月22日ª～24日∂に行われた「女性学・ジェンダー研
究フォーラム」では、会館ボランティアの経験や意見が反
映できるよう、各活動毎に希望者を募り、それぞれの班毎
に、具体的な活動内容や人員配置等の打合せを行い、活動
しました。3日間のフォーラム中、主催者側スタッフとして
黄色の腕章や肩章を付け、自らの活動への責任感とやりが
いを感じての活動は、会館
ボランティアの新たな可能
性を広げていました。現在は、11月7日ª～9日∂の「ヌ
エック2003・全国交流フェスティバル」に向けて、実行
委員として、またワーキンググループとしての活動も進
められています。ヌエックでのボランティア活動に興味
をお持ちの方は、事業課まで御連絡ください。
ボランティアコーナー
▲ジェンダーでの活動ê
控
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で
の
準
備
状
況
ヌエックには実技研修施設として、音楽室や美術工芸
室、調理室・試食室など、実践的な研修のできる施設を
備えています。季節は秋。芸術の秋、食欲の秋と色々で
すが、ヌエックにてそれぞれの秋をお過ごしください。
○調理室・試食室
指導用を含めて9台の調理台と食器、オーブン、冷蔵庫、
調理器具が備え付けられています。また試食室も隣にあ
りますので御利用ください。（利用人数30人程度まで）
○美術工芸室
絵画や木彫り、陶芸など美術工芸に関する学習活動に利用できます。ろくろや陶芸用
の窯、七宝焼きの窯などが備えてありますので是非御利用ください。（利用人数30人程
度まで）
○音楽室
防音設備の整った音楽室でグランドピアノやステレオが備えてあります。コーラスや
楽器演奏の練習、音楽鑑賞などに御利用ください。（利用人数50人程度まで）
施設紹介
宿泊Ａ棟の改修工事
調理室・試食室、美術工芸室、音楽室
寄附者（敬称略） 寄附月 寄附の目的
－8－
●利用案内
※　休館日（平成15年11月～平成16年3月）
11月 4日（火）・17日（月） 12月25日（木）・26日（金） 年末年始：12月27日（土）～1月 4日（日）
11月 5日（月）・19日（月） 12月22日（月）・16日（月） 13月21日（月）・31日（水）
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食はご利用になれます。
B電話・FAX・e-mailによる申し込みの受付や利用相談なども行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等が御覧になれます。
【申し込み専用電話番号】 電話：0493－62－6723 ファクス：0493－62－6720
※お申し込みの電話につきましては上記専用電話番号におかけ願います。代表番号におかけいただいてもお繋ぎできない場合がございます。
また、申込み集中時にはしばらく時間をおいてからおかけ直しくださいますようお願いいたします。
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄附金を含む外部資金を受け入れております。今
後とも、事業の充実、運営の改善及びサービスの向上に努めてまいりますので、皆様方の暖かい御篤志を賜りますよ
う何とぞよろしくお願い申し上げます。
◎寄附金に対する問い
合わせは総務課へ
一定の金額までの寄附
金については、法人及
び個人の場合ともに税
法の規定により、所得
から控除されます。
●主な利用団体（平成15年8月～平成15年10月）
８月
11日～03日
14日～06日
14日
15日～08日
17日～10日
16日～17日
19日～20日
19日～21日
24日～26日
25日～26日
９月
13日～06日
16日～07日
16日～07日
17日
●展示コーナー
●寄付金受け入れの報告
「女性のキャリア形成」
女性の職場における環境として、女性上司や先輩が少なく、
女性自身のキャリア目標を持つことが困難な状況があります。
多様な分野での女性の人材育成に必要な、チャレンジ支援施
策について考えるための資料を、一階エントランスホールに
展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例
「女性研究者のキャリア形成 ： 研究環境調査のジェンダー分析から」
「女性のキャリアデザイン：働き方・生き方の選択」
「キャリア・職業選択を考える」
７月
全埼玉私立幼稚園連合会西部ブロック新規採用教
員研修
平成15年度東京都学校栄養職員新規採用者研修
埼玉県西部教育事務所
新しい絵の会
õ現代舞踊協会「舞踊大学講座・夏季合宿」
第17回子どもとことば研究集会
第42回埼玉県高等学校家庭クラブ連盟指導者養
成講座
関東地区理容師美容師養成施設教職員研修協議会
JAWW・日本女性監視機構
ú日本キリスト教婦人矯風会
第19回政策情報学生交流会
埼玉水泳協議会・指導者養成学校・水泳教室
õガールスカウト日本連盟埼玉県支部
第24回嵐山音楽祭
13日～14日
16日～20日
20日～21日
27日～28日
27日～28日
10月
11日～09日
14日
16日～08日
17日～08日
10日～12日
10日～11月3日
23日
25日～26日
28日～30日
31日～11月4日
第19回埼玉県学童保育合宿研究会
日独教会協議会
第15回全国ハイキング交流集会
埼玉県母子寡婦福祉連合会平成15年度寡婦部研修会
平成15年度埼日保県内宿泊研修
国際野外の表現展公開制作
平成15年度「豊かな心」をはぐくむ読書推進フォ
ーラム
õ国際婦人教育振興会
〃　　　　　埼玉支部
õ大学婦人協会2003年度全国セミナー
国際野外の表現展作品展示
比企地区PTA役員等研修
全埼玉私立幼稚園連合会西部ブロック新規採用教
員研修
米州開発銀行「社会開発における女性の参加」セミナー
日本スリーデーマーチ
編 集 後 記
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b 穏やかな天気が続き、会館もすっかり秋の色です。
秋といえば、何といっても芸術の秋ですが、今年は会館に素敵な
芸術がやってきて、いつもとはちょっと違った風景を演出してくれ
ています。
b 会館は10月10日から11月3日までの間、比企丘陵で開催されて
いる「国際野外の表現展2003比企」の会場の一つとなりました。
「環境」をテーマにした6作品が構内に溶けこむように展示されて
おり、これまであまり芸術と縁のない生活を送ってきた筆者もふと
足を止めて眺めてしまいました。
b 色づく草木や舞散る木の葉に自然を感じることの多い秋。会館の
自然の中で、芸術にふれる秋を過ごしてみるのも良いものだと思い
ました。
ヌエックサポートネット
匿　　　名
平成15年8月
平成14年8月
女性教育の振興
男女共同参画社会の促進
